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執
行
委
員
会
の
主
な
議
事
、

国
会
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

●
渡
辺
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

本
日
は
猛
暑
の
な
か
、
ご
参

集
い
た
だ
き
御
礼
申
し
あ
げ

る
。
医
師
国
保
組
合
会
か
ら
引

き
続
き
ご
出
席
の
先
生
に
は
長

丁
場
に
な
る
が
、
よ
ろ
し
く
お
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『
３
年
ぶ
り
に
国
会
報
告
』

『
３
年
ぶ
り
に
国
会
報
告
』

　

鳥
取
県
医
師
連
盟
は
、
七
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
鳥
取
に
お
い
て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
４

年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
ぶ
り
に
国
会
報
告
と
し
て
衆
議
院
議
員
の
石

破　

茂
代
議
士
、
藤
井
一
博
参
議
院
議
員
か
ら
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
政
治

状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
日

は
、
国
会
報
告
と
し
て
石
破
先

生
、
藤
井
先
生
の
講
演
を
企
画

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
す
る
。

●
議
事

○�

令
和
４
年
度
事
業
報
告

　

令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
報

告
（
一
部
令
和
５
年
度
分
を
含

む
）
に
つ
い
て
小
林
副
委
員
長

か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。
詳
細

に
つ
い
て
は
別
記
の
と
お
り
。

○�

令
和
４
年
度
収
支
決
算
承
認

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
収
支
決
算
で

は
、
会
計
責
任
者
の
瀬
川
委
員

か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
宮
﨑
会

計
監
督
者
か
ら
適
正
で
あ
る
旨

の
監
査
報
告
が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。
詳

細
は
８
頁
の
と
お
り
。

○
令
和
５
年
度
地
区
連
絡
費

　

令
和
５
年
度
の
地
区
連
絡
費

は
令
和
４
年
度
と
同
様
に
負
担

金
納
入
額
の
20
％
を
交
付
す
る

こ
と
と
決
定
し
た
。

○
自
民
党
員
の
拡
張
に
つ
い
て

　

日
本
医
師
連
盟
か
ら
「
１
割

増
」
の
党
員
拡
張
の
要
請
文
が

届
い
た
。
来
年
の
診
療
報
酬
、

介
護
報
酬
等
の
い
わ
ゆ
る
ト
リ

プ
ル
改
定
に
向
け
て
自
民
党
の

評
価
を
高
め
る
た
め
と
し
て
自

民
党
員
の
拡
張
を
求
め
て
い

る
。
現
在
、
２
１
５
名
が
入
党

し
て
い
る
。
対
応
と
し
て
は
、

ま
ず
地
区
医
師
会
の
役
員
、
職

員
に
入
党
を
強
く
要
請
す
る
書

面
を
送
付
す
る
。
更
に
開
業
医

（
Ａ
１
会
員
）
に
つ
い
て
未
入

党
の
先
生
方
へ
入
党
の
お
願
い

願
い
し
た
い
。
ご
案
内
の
と
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
月
８
日
に
５
類
に
変

更
さ
れ
た
の
で
、
今
ま
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
の
会
議
が
主
流

で
あ
っ
た
が
、
本
日
は
参
集
し

て
の
会
議
と
し
た
。
本
日
の
議

事
は
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
日
医
連
の
医
政
活

動
研
究
会
報
告
、
国
会
報
告
で

あ
る
。
通
常
国
会
が
６
月
21
日

に
閉
会
と
な
り
、
内
閣
不
信
任

案
の
提
出
、
解
散
総
選
挙
か
も

し
れ
な
い
と
の
観
測
が
あ
っ
た

が
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
10

月
で
任
期
の
半
分
の
折
り
返
し

に
な
る
の
で
、
い
つ
解
散
が

渡辺 委員長

小林 副委員長

会計報告
瀬川 先生

監査報告
宮﨑 先生
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の
書
面
を
送
付
す
る
。
入
党
に

あ
た
っ
て
は
、
活
動
の
義
務
は

一
切
な
く
、
ま
た
党
費
に
つ
い

て
先
生
方
の
負
担
を
求
め
な

い
。
多
数
の
入
党
を
お
願
い
し

た
い
。

  

日
本
医
師
連
盟

  

医
政
活
動
研
究
会

　

５
月
28
日
、
東
京
で
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
渡
辺
委
員
長
、

小
林
副
委
員
長
か
ら
会
議
報
告

書
、
日
医
連
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と

に
説
明
、
伝
達
を
行
っ
た
。
組

織
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
、
選
挙
の
時
の
み
な
ら
ず 会場

日
ご
ろ
か
ら
国
会
議
員
等
政
治

家
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

１　

挨　

拶
（
要
旨
）

○
日
医
連　

松
本
吉
郎
委
員
長

　

本
日
は
休
日
に
全
国
か
ら
ご

参
集
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

る
。
久
し
ぶ
り
に
対
面
で
の
開

催
で
、
全
国
の
情
報
共
有
、
本

日
の
議
論
を
地
元
に
持
ち
帰
っ

て
議
論
い
た
だ
き
た
い
。
経
済

財
政
諮
問
会
議
で
い
わ
ゆ
る

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」
策

定
に
あ
た
り
自
民
党
の
政
調
会

議
で
議
論
し
て
お
り
、
来
年
の

ト
リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て
基
本

方
針
が
決
定
さ
れ
る
大
変
重
要

な
局
面
で
あ
る
。
自
民
党
国
会

議
員
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て

い
た
だ
き
日
本
医
師
会
の
主
張

を
会
議
の
場
で
発
言
い
た
だ
き

た
い
。
５
月
26
日
の
会
議
に
は

80
人
を
超
え
る
国
会
議
員
の
出

席
が
あ
り
社
会
保
障
の
財
源
を

し
っ
か
り
確
保
す
る
べ
き
と
の

発
言
を
い
た
だ
い
た
。
29
日
に

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保

障
費
の
財
源
確
保
が
非
常
に
大

切
で
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
地
方

議
員
選
挙
へ
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
。

○
羽
生
田
た
か
し
参
議
院
議
員

　

日
ご
ろ
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
現

在
２
期
目
で
厚
生
労
働
副
大
臣

を
拝
命
し
主
担
当
は
労
働
で
あ

る
。
私
は
前
橋
市
医
師
会
理
事

の
時
に
こ
の
医
政
活
動
研
究
会

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。
医

療
従
事
者
の
賃
金
の
も
と
は
公

定
価
格
で
あ
る
診
療
報
酬
で
あ

り
、
政
治
マ
タ
ー
で
決
着
す

る
。
生
活
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
の
根
幹

は
地
域
で
あ
る
。
地
域
の
議
員

は
自
民
党
県
連
が
決
め
る
の
で

地
元
の
議
員
と
し
っ
か
り
と
関

わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

　

昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
大

変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上

げ
る
。
自
衛
隊
の
候
補
者
が
落

選
し
、
各
団
体
が
票
を
減
ら
す

中
、
得
票
を
伸
ば
し
２
期
目
、

社
会
保
障
関
係
候
補
者
の
中
で

１
位
当
選
し
た
。
内
閣
府
政
務

官
を
拝
命
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁

の
政
策
を
担
当
し
て
い
る
。
か

か
り
つ
け
医
機
能
は
制
度
化
で

は
な
く
、「
確
認
」
の
文
言
は

行
政
行
為
（
行
政
庁
の
処
分
）

で
は
な
い
こ
と
で
決
着
し
た
。

こ
ど
も
財
源
３
兆
円
確
保
に
あ

た
り
社
会
保
険
料
に
５
０
０
円

上
乗
せ
の
案
が
あ
る
が
、
自
民

党
で
は
容
認
で
き
な
い
と
し
て

岸
田
総
理
に
伝
え
て
お
り
大
変

重
要
な
局
面
で
あ
る
。
全
国
の

先
生
方
の
お
力
添
え
、
地
方
議

員
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

２　

講　

演

（
１
）「
医
政
活
動
の
重
要
性
」

�

　

松
本
吉
郎
委
員
長

　

喫
緊
の
課
題
は
組
織
強
化
で

あ
る
。
医
師
会
の
役
割
は
国
民

の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
、

医
師
の
医
療
活
動
を
支
え
る
こ

と
で
あ
る
。
日
本
の
医
師
数
は

33
万
９
，
６
２
３
人
（
２
０
２

０
年
厚
生
労
働
省
調
査
）、
日

医
会
員
数
は
17
万
３
，
７
６
１

人
で
組
織
率
は
51
・
２
％
で
あ

る
。
何
と
し
て
も
50
％
切
る
こ

と
は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
組
織
の
発
言
力
が
弱
く
な

る
。
日
医
未
入
会
の
都
道
府
県

医
師
会
員
、
郡
市
区
医
師
会
員

の
日
医
入
会
促
進
を
お
願
い
し

た
い
。
特
に
大
学
医
師
会
へ
の

て
こ
入
れ
が
重
要
で
あ
り
役
員

が
出
向
い
て
入
会
を
お
願
い
し

て
ほ
し
い
。
卒
後
５
年
間
は
会

費
無
料
化
と
し
た
。
異
動
が
激

し
い
が
そ
の
都
度
の
届
け
出
は

不
要
と
し
て
は
ど
う
か
。
医
療

政
策
実
現
の
た
め
に
は
医
療
現

場
の
意
見
を
国
政
、
省
庁
へ
組

織
と
し
て
提
言
・
陳
情
す
る
に

は
組
織
力
強
化
が
必
要
だ
。
処

方
権
が
欲
し
い
と
の
団
体
が
あ

り
国
政
へ
国
会
議
員
を
送
る
べ

く
奮
闘
し
て
い
る
。
国
民
皆
歯

科
検
診
検
討
の
文
言
が
骨
太
の

方
針
に
書
か
れ
て
実
現
し
て
し

ま
う
事
例
が
あ
る
。
自
民
党
へ

の
入
党
を
医
師
連
盟
役
員
、
職

員
、
家
族
等
促
進
し
て
ほ
し

い
。
参
議
院
選
挙
で
組
織
内
候

補
は
医
療
・
介
護
系
候
補
者
の

中
で
１
位
当
選
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
得
票
数
が
発
言

力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

い
ま
だ
に
参
議
院
選
挙
の
比
例

区
の
投
票
で
政
党
名
を
書
く
人

が
多
く
、
個
人
名
で
の
投
票
は

約
25
％
に
す
ぎ
な
い
。
医
政
活

動
で
は
議
員
と
の
人
間
関
係
構
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築
、
選
挙
で
の
支
援
、
日
常
の

政
治
活
動
へ
の
支
援
の
３
つ
が

大
切
で
あ
る
。
か
か
り
つ
け
医

は
あ
く
ま
で
国
民
が
選
ぶ
も
の

で
あ
る
。
国
民
に
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
こ
と
を
義
務
づ
け
た

り
、
割
り
当
て
た
り
す
る
こ
と

に
は
反
対
で
あ
る
。
我
々
医
師

も
研
修
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
財
務
省
は
法
的
に
明
確

化
、
認
定
制
度
な
ど
を
目
論
ん

で
お
り
医
療
費
定
額
制
、
人
頭

払
い
な
ど
医
療
費
削
減
を
狙
っ

て
お
り
、
健
保
連
は
か
か
り
つ

け
医
「
１
人
」
を
提
案
し
て
い

る
。
最
近
で
は
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク

テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
関
す
る
議
論

が
あ
り
日
医
、
病
院
団
体
な
ど

は
国
民
の
医
療
安
全
の
観
点
か

ら
「
反
対
」を
表
明
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
Ｎ
Ｐ
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
リ
フ
ィ
ル

処
方
せ
ん
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と

ん
で
も
な
い
話
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
骨
太
の
方
針
策
定
、
年
末

の
予
算
編
成
、
診
療
報
酬
改
定

の
議
論
が
進
む
。
日
医
連
、
県

医
連
、
郡
市
区
医
連
の
協
同
で

の
医
政
活
動
展
開
し
て
ほ
し
い
。

（
２
）�「
社
会
保
障
を
知
る
・

考
え
る
」

�

　

田
村
憲
久
衆
議
院
議
員

　

コ
ロ
ナ
対
応
で
は
先
生
方
に

大
変
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ご

苦
労
を
お
か
け
し
た
。
世
の
中

に
は
日
本
の
医
療
は
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
い
る

が
、
世
界
中
か
ら
は
日
本
は
よ

く
や
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
入
院
、
重
症

化
予
防
な
ど
。
死
亡
は
老
衰
や

心
不
全
な
ど
が
増
え
た
。
コ
ロ

ナ
対
応
と
一
般
医
療
の
両
立
が

重
要
で
あ
る
。
か
か
り
つ
け
医

の
問
題
で
は
概
念
が
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
診
療
科

が
あ
り
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は

な
れ
な
い
、
無
理
な
制
度
で
あ

る
。
昔
毎
年
２
０
０
０
億
円
削

減
の
政
策
が
あ
っ
た
。
社
会
保

障
費
全
体
で
は
毎
年
伸
び
て
い

る
の
に
医
療
だ
け
が
ず
っ
と
押

さ
え
ら
れ
て
き
た
。
財
務
省
は

自
分
ら
の
都
合
の
い
い
数
値
、

デ
ー
タ
し
か
出
さ
な
い
。
医
療

従
事
者
の
給
与
も
上
が
っ
て
い

な
い
。
薬
剤
等
承
認
申
請
の
な

い
も
の
や
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
の
問

題
が
あ
る
。
医
療
技
術
革
新
な

ど
関
係
者
が
協
力
し
て
対
応
し

て
い
く
べ
き
だ
。
２
０
４
０
年

に
入
院
医
療
、
２
０
２
９
年
に

外
来
、
２
０
３
５
年
頃
に
在
宅

医
療
が
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、

医
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
は

減
少
傾
向
で
あ
る
の
で
医
療
提

供
体
制
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
薬
価
見
直
し
の
問
題
が

あ
る
。
医
師
の
働
き
方
改
革
で

大
学
が
医
師
を
派
遣
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
る
。
ア
ル
バ
イ

ト
し
な
い
と
生
計
が
成
り
立
た

な
い
、
労
働
時
間
の
管
理
な
ど

が
あ
り
、
残
業
代
が
大
学
病
院

全
体
で
９
５
０
億
円
増
え
る
と

の
試
算
が
あ
る
。
医
師
派
遣
で

き
な
く
な
る
と
地
域
医
療
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
医
療
に

は
費
用
が
必
要
で
、
人
件
費
、

物
価
上
昇
な
ど
の
費
用
を
骨
太

の
方
針
に
し
っ
か
り
と
書
か
な

い
と
年
末
の
診
療
報
酬
改
定
議

論
で
戦
え
な
い
。
全
力
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生

方
に
お
か
れ
て
は
地
元
の
与
党

議
員
に
対
し
て
骨
太
の
方
針
に

社
会
保
障
費
の
こ
と
を
書
き
込

む
よ
う
に
要
請
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
我
々
社
会
保
障
関
係
議

員
も
心
を
一
つ
に
し
て
戦
う
。

い
つ
か
あ
る
衆
議
院
の
解
散
選

挙
で
は
地
元
の
自
民
党
議
員
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

３　

 

都
道
府
県
医
師
連
盟
か
ら

の
活
動
報
告

　

参
議
院
選
挙
に
お
け
る
会
員

１
人
あ
た
り
得
票
数
の
上
位
４

県
（
福
岡
県
、
群
馬
県
、
熊
本

県
、
鹿
児
島
県
）、
東
京
都
か

ら
活
動
報
告
が
あ
っ
た
の
ち
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

○
主
な
意
見
交
換

・�

若
手
医
師
へ
の
危
機
感
を
伝

え
る
こ
と
、
成
功
体
験
を
共

有
す
る
こ
と
。

・�

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
お
け

る
「
確
認
」
の
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
地
域
医
療
構
想
の

こ
と
、
外
来
機
能
報
告
制
度

の
こ
と
、
診
療
報
酬
の
こ
と

な
ど
を
伝
え
る
べ
き
だ
。

・�

組
織
強
化
は
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
20
代
30
代
医
師
の
考

え
を
聞
く
こ
と
。
会
費
無
料

化
、
医
賠
責
保
険
に
つ
い
て

学
会
保
険
よ
り
日
医
の
保
険

が
メ
リ
ッ
ト
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
。

・�

毎
年
約
９
，
５
０
０
人
の
医

師
が
誕
生
し
て
お
り
そ
の
う

ち
約
３
，
５
０
０
人
の
研
修

医
が
入
会
し
て
い
る
の
で
組

織
率
は
毎
年
下
が
っ
て
い

く
。
５
年
間
は
会
費
無
料
な

の
で
ま
ず
は
入
会
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
勝
負
に
な
ら
な

い
。

・�

選
挙
は
「
熱
量
×
時
間
」
で

評
価
で
き
る
。
平
時
か
ら
の

会
員
の
政
治
活
動
が
重
要

で
、
選
挙
の
時
だ
け
で
は
ダ

メ
だ
。
若
手
、
勤
務
医
へ
は

な
ぜ
医
師
会
が
必
要
な
の

か
、
医
政
活
動
の
重
要
性
を

説
く
こ
と
。

・�

病
院
な
ど
で
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

団
体
の
候
補
者
と
活
動
と
の

折
り
合
い
、
整
合
は
ど
う
す

る
か
。
院
内
で
の
活
動
を
慎

む
こ
と
、
医
療
の
代
表
は
医

師
で
あ
る
と
説
明
す
る
、
院

内
で
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・�

主
義
主
張
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
政
権
与
党
を
支
援
す
べ
き

で
あ
る
。
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（一部令和５年度を含む）
自　令和４年４月１日　　　
至　令和５年７月27日現在　

［敬称略］

１．鳥取県医師連盟関係
■執行委員会
＜第１回＞
日　時　令和４年７月28日
場　所　テレビ会議
議　事　①役員、執行委員の人事異動について
　　　　②令和３年度事業報告について
　　　　③令和３年度収支決算承認について
　　　　④令和４年度地区連絡費について
　　　　⑤日本医師連盟執行委員会の出席報告
　　　　⑥�第26回参議院議員選挙結果、総括につ

いて

※令和５年度
＜第１回＞
日　時　令和５年７月27日
場　所　ホテルニューオータニ鳥取
議　事　①令和４年度事業報告について
　　　　②令和４年度収支決算承認について
　　　　③令和５年度地区連絡費について
　　　　④日本医師連盟医政活動研究会伝達
　　　　⑤�国会報告（石破　茂代議士、藤井一博

参議院議員）

■常任執行委員会（拡大：理事会後）
＜第１回＞
日　時　令和４年４月７日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①�自見はなこ支援活動における担当県議

会議員との連携について
　　　　②�栄養士連盟支部に対する働きかけにつ

いて
　　　　③�自見はなこ後援会活動における対策会

議について
　　　　④�サポーター名簿獲得状況、ライン友だ

ち登録件数について
　　　　⑤�第26回参議院議員通常選挙における推

薦候補者との政策協定締結について
　　　　⑥令和４年度負担金の徴収について

＜第２回＞
日　時　令和４年５月19日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①�日本医師連盟常任執行委員会、執行委

員会の出席報告
　　　　②�自見はなこサポーター名簿収集の更な

る促進について
　　　　③�サポーター名簿獲得状況、ライン友だ

ち登録件数について
　　　　④�自見はなこ先生オンライン演説会の開

催について
　　　　⑤�自見はなこ選挙ハガキの宛て名書きに

ついて

＜第３回＞
日　時　令和４年６月23日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①第26回参議院議員選挙について
　　　　②�サポーター名簿獲得状況、ライン友だ

ち登録件数について
　　　　③自見はなこ総決起大会について
　　　　④日本医師連盟執行委員の推薦について
　　　　⑤執行委員会の開催について

＜第４回＞
日　時　令和４年７月21日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①第26回参議院議員選挙結果について
　　　　②�サポーター名簿獲得状況、ライン友だ

ち登録件数について
　　　　③�日本医師連盟執行委員会の出席報告に

ついて
　　　　④執行委員会の開催について

＜第５回＞
日　時　令和５年１月12日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①鳥取県知事選挙対策について
　　　　　�（推薦を決定。同日開催の医療懇話会

出席の平井知事に推薦状を手交した。）

※令和５年度
＜第１回＞
日　時　令和５年５月18日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①令和５年度負担金の徴収について
　　　　②日本医師連盟医政活動研究会について
　　　　③医師連盟執行委員会の開催について

令和４年度鳥取県医師連盟の事業概要

５頁へ続く
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　　　　④赤澤りょうせい君を励ます会について

＜第２回＞
日　時　令和５年７月20日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①自民党員の拡張について
　　　　②�医師連盟執行委員会、国会報告会の運

営について

２．日本医師連盟関係
■日医連執行委員会
＜第１回＞　執行委員会
日　時　令和４年５月17日
場　所　ハイブリッド
出席者　�渡辺委員長（日医会館）、明穂副委員長

（県医Web）、日医会館随行：谷口
議　事　①�令和４年度日本医師連盟負担金につい

て（例年通り30％に決定）
　　　　②�参議院選挙について（支援体制、期日

前投票の活用等、ガンバローコール）

＜第２回＞　執行委員会
日　時　令和４年７月19日
場　所　Web会議
出席者　渡辺委員長
議　事　①�日本医師連盟役員人事について（松本

委員長以下役員を決定）
　　　　②参議院選挙について
　　　　※�参議院選挙で当選した自見はなこ先

生、全国比例区の特定枠第１位で当選
した藤井一博先生、福島県選挙区で当
選した星北斗先生から挨拶があった。

＜第３回＞　執行委員会
日　時　令和５年１月17日
場　所　日本医師会館
出席者　渡辺委員長、事務局随行：岡本、谷口
議　事　①�令和３年度日本医師連盟収支決算報告

について
　　　　②�令和５年度日本医師連盟の負担金基準

額について
　　　　③�参議院議員選挙について（公募するこ

ととした）
　　　　④�その他（かかりつけ医機能が発揮され

る制度整備）

※令和５年度
■日医連医政活動研究会
日　時　令和５年５月28日
場　所　サピアタワー（東京駅）
出席者　�渡辺委員長、小林副委員長、事務局随

行：岡本、谷口

講　演　①�「医政活動の重要性」日本医師連盟　
松本吉郎委員長

　　　　②�「社会保障を知る・考える」田村憲久
衆議院議員（元厚生労働大臣）

　　　　�都道府県医師連盟からの活動報告：福岡
県、群馬県、熊本県、鹿児島県、東京都

　　　　意見交換

３．選挙関係
■第26回参議院議員通常選挙（令和４年７月10日施行）
【鳥取島根合区】
投票率��鳥取48.93％��島根56.37％��合区計52.99％

鳥取 島根 計

青木　一彦（自民）
当選 124,639 202,111 326,750

村上泰二朗（立民） 55,505 62,558 118,063

福住　英行（共産） 17,693 20,030 37,723

前田　敬孝（参政） 13,550 13,168 26,718

国瀬　信明（Ｎ国） 6,250 7,267 13,517
【比例区】

鳥取 全国 備　考

藤井　一博
（自民） － － 自民党特定枠

第１位当選

自見はなこ
（自民） 1,372 213,369 自民党第８位当選（当選は18議席）

※令和５年度
■鳥取県知事選挙（令和５年４月９日投票）
投票率　48.85％　（敬称略）

平井伸治（現職） 200,442 当選（５期目）
県医推薦

福住英行 17,822 日本共産党
鳥取県常任委員

４．参議院選挙対策　　　　
■青木一彦参議院議員鳥取後援会設立役員会
日　時　令和４年４月２日
場　所　ホテルニューオータニ鳥取
出席者　�渡辺委員長（※鳥取県医師連盟委員長あ

てに就任要請、副会長に就任した。）

■青木一彦参議院議員との政策協定の締結
　日本医師連盟からの指示により、令和４年４月
７日付けで政策協定を締結し、４月14日、日本医
師連盟へ写しを送付、報告した。政策協定の内容

６頁へ続く
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は、日本医師連盟がモデルとして示した内容とし
た。

■�自民党職域支部長会議
日　時　令和４年６月12日
場　所　白兎会館
出席者　�明穂副委員長（職域支部長代理として出

席）

■自見はなこ先生オンライン演説会
　令和４年６月13日（月）午後６時30分から、
Webにて開催した。渡辺委員長の挨拶に続き、自
見はなこ参議院議員から立候補に向けてのあいさ
つ、支援の要請があった。事前申込み、当日連絡
MLでミーティングIDを配信し、約40名の視聴が
あった。松田中部医師連盟委員長、根津西部医師
連盟委員長から激励のあいさつをいただいた。（石
谷東部医師連盟委員長は患者対応のため出席でき
ず）

■自見はなこ総決起大会
　令和４年６月24日、東京国際フォーラムにおい
て開催され、渡辺委員長、清水常任執行委員、事
務局（岡本、小林、岩垣）が出席した。日本医師
連盟など支援団体などから激励の言葉があり、自
見はなこ先生の決意表明、ガンバローコールで気
勢をあげた。大会の模様についてはユーチューブ
にてライブ配信された。

■羽生田たかし参議院議員が自見はなこ候補の応
援
　令和４年７月７日開催された、鳥取県健康対策
協議会理事会（３地区～Web）終了後、自見は
なこ候補への支援の呼びかけを行った。当日は、
健対協の役員（医師会役員、行政、大学教授）が
出席しており、自見はなこ議員の６年間の実績等
を披露し、個人名での投票を呼びかけた。

５．その他
○広報活動としてリーフレット「医師連盟
TOTTORI」の発行
　２回（第40号：令和４年４月25日、第41号：令
和４年８月25日）発行した。
〇赤澤りょうせい政経セミナー
　令和４年４月18日、東京都内で開催され、パー
ティ券５枚を購入した。
〇自見はなこ政策セミナー
　令和４年11月15日、東京プリンスホテルを会場
にハイブリッドで開催され、渡辺委員長が会場で
参加した。なお、当日は、都道府県医師会長会議
が日本医師会館で開催され、会議終了後、バスで
移動して参加した。

　令和５年３月７日、ホテル　ルポール麹町にお
いて開催され、パーティ券２枚を購入し、Web
にて参加、視聴した。
〇�かかりつけ医機能が発揮される制度整備につい
てのお願い
　健康保険法等の一部を改正する法律案に向け
て、日本医師会からの要請に基づき、衆参国会議
員あてに令和５年１月20日付け書面で、かかりつ
け医機能の要件まで法文で一律に定めるべきでは
ない旨、理解と政府への働きかけをお願いした。
〇平井しんじ後援会役員会
　令和５年４月９日施行の知事選挙に向けて立候
補表明した現職の平井知事の後援会役員会が１月
31日、白兎会館において開催され、渡辺委員長
（医師会長）が出席した。
〇自民党から感謝状を受賞
　自民党の党大会が令和５年２月26日、東京都内
で開催され、渡辺委員長が出席した。
　大会席上、党勢拡大に貢献した功績により団体
として鳥取県医師連盟に感謝状、金一封が贈られ
た。

〇羽生田たかし君と明日の医療を語る会
　令和５年３月25日、ホテルニューオータニにお
いて開催され、パーティ券５枚を購入し、清水常
任執行委員、事務局３名が参加した。なお、当日
夜、中国四国医師会連合常任委員会、翌日には日
本医師会臨時代議員会が開催された。

※令和５年度
〇�「骨太の方針2023」集約にあたって国会議員へ
の働きかけ
　日医連から令和５年５月25日付け、都道府県医
師連盟あてに「骨太の方針2023」集約にあたって
自民党政調全体会議が開催（５月26日、29日）さ
れるので、地元選出の自民党国会議員への働きか
けをお願いしたいとの要請があった。５人の国会
議員へ書面（FAX）、電話で要請した。

［以上］
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○
藤
井
一
博
参
議
院
議
員　

　

参
議
院
議
員
と
な
っ
て
１

年
、
ご
支
援
に
感
謝
申
し
あ
げ

る
。
日
々
多
く
の
会
議
に
奮
闘

し
て
い
る
。
私
は
45
歳
で
社
会

で
は
中
間
管
理
職
の
年
代
だ
が

国
会
で
は
平
均
年
齢
57
歳
な
の

で
若
手
に
な
る
。
自
民
党
青
年

局
は
45
歳
以
下
の
国
会
議
員
、

地
方
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り

20
年
先
の
国
政
を
考
え
る
組
織

で
副
局
長
を
拝
命
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
当
時
私
は
横

須
賀
の
病
院
で
診
療
中
で
あ
っ

た
。
福
島
原
発
を
視
察
し
、
原

子
炉
建
屋
に
近
づ
く
と
放
射
線

量
が
非
常
に
高
く
な
る
。
資
源

の
な
い
日
本
で
ど
う
未
来
を
作

る
の
か
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
、
廃
炉
ま
で
の
必
要
な
課

題
が
多
く
あ
る
。
北
方
領
土
も

視
察
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
ロ

シ
ア
が
不
法
占
拠
し
て
80
年
に

な
る
。
当
時
１
万
７
千
人
の
日

本
人
が
生
活
し
て
い
た
が
、
い

ま
で
は
ロ
シ
ア
人
が
１
万
８
千

人
暮
ら
し
て
い
る
。
元
島
民
の

平
均
年
齢
は
87
歳
と
高
齢
化
し

て
い
る
。
国
境
付
近
の
海
に
あ

る
中
間
線
を
超
え
る
と
だ
捕
さ

れ
る
。
返
還
要
求
は
発
信
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
会
に
は
医
師
議
員
が
衆
議

院
12
名
、
参
議
院
11
名
の
23
名

い
る
。
自
見
は
な
こ
議
員
の
指

導
を
受
け
、
物
価
高
対
策
な
ど

医
師
と
し
て
力
を
併
せ
て
団
結

し
て
対
応
し
て
い
る
。
医
療
費

削
減
の
財
務
省
の
考
え
に
は
反

対
で
あ
り
、
皆
保
険
制
度
は
堅

持
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医

療
連
携
も
重
要
で
あ
る
。

　

鳥
取
県
出
身
議
員
の
課
題
と

し
て
少
子
化
対
策
、
人
口
の
都

市
部
集
中
対
策
が
重
要
で
あ

る
。
進
学
や
就
職
で
都
会
に
行

き
、
帰
省
し
た
く
て
も
仕
事
環

境
、
教
育
環
境
、
地
方
で
結
婚

で
き
な
い
、
子
ど
も
が
持
て
な

い
な
ど
課
題
が
多
い
が
予
算
不

足
か
ら
実
現
で
き
て
い
な
い
。

水
田
、
稲
作
の
維
持
、
補
助
に

は
限
界
が
あ
る
。
世
界
に
人
気

が
出
つ
つ
あ
る
日
本
酒
を
売
り

込
む
。
ワ
イ
ン
は
赤
か
白
、
日

本
酒
は
冷
や
か
癇
と
言
え
ば
分

か
り
や
す
い
。
石
破
代
議
士
が

ラ
ー
メ
ン
連
盟
の
会
長
で
ラ
ー

メ
ン
も
発
信
し
た
ら
い
い
。

　

自
民
党
の
会
議
で
最
後
に
石

破
代
議
士
が
手
を
挙
げ
て
発
言

さ
れ
る
、
先
生
の
偉
大
さ
を
感

じ
る
。
今
後
も
皆
さ
ま
方
の
力

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

○
石
破　

茂
代
議
士　

　

本
日
は
お
招
き
い
た
だ
き
感

謝
申
し
あ
げ
る
。
国
会
議
員
に

な
っ
て
38
年
、
７
番
目
と
な
っ

た
。
国
会
議
員
に
は
い
ろ
ん
な

タ
イ
プ
が
い
る
が
自
分
の
言
葉

で
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
人
は

少
な
い
。
女
性
に
愛
を
告
白
す

る
時
に
原
稿
を
読
む
男
性
は
い

な
い
。
藤
井
議
員
は
自
分
の
言

葉
で
演
説
す
る
タ
イ
プ
で
い
い

議
員
に
な
る
。
国
会
は
“
減
点

国
会
報
告

主
義
”
で
意
見
す
る
と
、
雉
も

鳴
か
ず
ば
撃
た
れ
ま
い
と
い
う

空
気
が
あ
る
。
明
治
時
代
の
国

会
は
、
貴
族
院
は
納
税
額
で
選

出
さ
れ
て
い
た
が
、
衆
議
院
は

選
挙
で
、
国
民
の
代
わ
り
に
議

論
す
る
武
士
だ
か
ら
「
代
議

士
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
分

の
言
葉
で
な
い
と
選
挙
民
の
心

は
打
た
れ
な
い
。
大
臣
の
頃
、

間
違
え
て
は
い
け
な
い
の
で
数

字
だ
け
は
原
稿
を
読
ん
だ
。
国

会
は
法
律
を
作
る
と
こ
ろ
で
野

党
に
つ
い
て
賛
成
は
し
な
く
と

も
理
解
、
納
得
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
だ
。

　

国
会
は
当
選
回
数
で
役
職
が

変
わ
る
。
自
分
は
社
会
福
祉
を

や
り
た
か
っ
た
が
当
選
２
回
の

時
、
派
閥
の
人
事
で
農
林
政
務

次
官
、
今
の
政
務
官
に
つ
い

た
。
議
員
は
、
で
き
な
い
こ
と

を
あ
た
か
も
で
き
る
と
言
っ
て

は
い
け
な
い
。
第
２
次
世
界
大

戦
で
米
国
と
戦
争
し
た
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
、
戦
車
、
石
油
な
ど
日
本

の
何
倍
も
の
国
力
に
差
が
あ
る

の
に
精
神
論
で
戦
争
に
突
入
し

た
。
兵
庫
県
選
出
の
斎
藤
隆
夫

議
員
が
何
の
た
め
に
日
中
戦
争

す
る
の
か
、
大
儀
は
ど
う
か
と

批
判
す
る
演
説
を
行
い
、
国
会

議
員
を
除
名
さ
れ
た
。

　

人
口
減
少
、
少
子
化
が
言
わ

れ
て
い
る
が
母
と
な
る
女
性
人

口
が
現
在
よ
り
25
％
減
少
す
る

こ
と
は
確
定
し
て
い
る
。
人
口

減
少
に
お
け
る
社
会
を
ど
う
作

る
の
か
、
人
口
維
持
は
難
し
い

課
題
で
あ
る
。

　

国
民
皆
保
険
の
維
持
も
難
し

い
。
昔
の
国
民
病
は
結
核
で
あ

り
労
災
で
あ
っ
た
。今
は
が
ん
、

心
臓
病
、
認
知
症
な
ど
で
昔
と

病
気
が
異
な
る
。
ど
う
維
持
し

て
い
く
の
か
検
討
が
必
要
だ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
や

る
べ
き
で
医
療
Ｉ
Ｔ
な
ど
で
負

担
を
減
ら
す
べ
き
だ
。
国
別
の

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
日
本

は
低
い
。
医
療
用
麻
薬
の
使
用

量
の
国
際
比
較
で
も
日
本
は
低

位
。
防
衛
費
の
議
論
で
人
口
減

少
に
あ
っ
て
借
金
な
ど
は
と
ん

で
も
な
い
話
で
あ
る
。
検
診
を

受
け
た
人
と
受
け
な
い
人
の
医

療
保
険
が
同
じ
と
い
う
の
は
ど

う
か
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
は
終
息
が
見
え
な
い
が

プ
ー
チ
ン
は
核
を
使
う
可
能
性

も
あ
る
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北

朝
鮮
の
連
携
は
怖
い
こ
と
だ
。

日
本
に
は
核
シ
ェ
ル
タ
ー
の
配

備
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。
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令和４年度鳥取県医師連盟収支決算報告書
【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

款 項 収入額 摘　　　　　　要

１．会　　　　費
（36.90%）

11,030,000

１．会　　　　費 11,030,000

２．特 別 会 費 0 �

２．寄　 付 　金
（9.43%）

2,820,500
交付金　2,142,000円（日医連負担金の30％バック）
第26回参議院選挙にかかる交付金１．日医連寄付金 2,820,500

３．その他の収入
（0.00%）

144

１．雑　　　　入 144 普通預金利息

４．繰　 越 　金
（53.67%）

16,042,656

１．繰　越　金 16,042,656 前年度繰越金

収　入　合　計 29,893,300

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

款 項 支出額 摘　　　　　　要

１．事　 務 　費
（1.23%）

168,987

１．一般事務費 168,987 消耗品、口座振込手数料、送料他

２．組織活動費
（10.78%）

1,479,604

１．旅　　　　費 337,700

２．会　 議 　費 50,731

３．懇 談 会 費 290,840

４．負　 担 　金 60,000 国民政治協会費

５．広　 報 　費 740,333 医師連盟TOTTORI発行費（２回）

３．選挙関係費
（10.92%）

1,500,000

１．寄　 付 　金 1,500,000 陣中見舞２件

４．寄付交付金
（77.07%）

10,584,050

１．日医連負担金 7,140,000 ＠20,000円×357人
令和４年度地区連絡費
第26回参議院選挙にかかる地区医師連盟への交付金
＠2,700円×215人＋手数料550円

２．地区連絡費 2,863,000

３．支部交付金 581,050

５．その他の経費 0

（0%） １.予備費 0

支　出　合　計 13,732,641

収支差引残額　16,160,659 円�は令和５年度へ繰越


